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前位形容詞の有標配列について

山田善久

o. 序

複数個の形容詞が付加語として名詞の前iζ置かれる場合、その配列!順序iζ一定の規則性が認められ

る。 Engel( 1970)は、個々の形容詞を分類して基本配ヂIJ( Grundfolge )のクラスを確定す

る乙とにより、 ζの規則性を説明している。

と乙ろで、前位形容詞が常lζζの基本配列に従って並べられるかというと、必ずしもそうではなし

逸脱した語順をとる場合がある。基本配列に従った語順を無標配列と呼ぶ乙とにすると、 ζれはつま

り有標配列の場合である。乙の有標配列の現象は、筆者の知る限り従来ほとんど顧みられる ζとがな

かったように思われる。

そとで、本稿では、との有標配列の問題について、とくに配語現象と各形容詞がもっ意味的機能と

の係わり合いという観点から、考察してみたいと思う。

1. 無標配列と有標配列

はじめに EngeI ( 1970 )があげている基本配列のクラスを少し修正し、簡略化したかたちで掲

げてみるIL
A1 Numera I i a 

(beid-， bestimmt-， einig-， etlich-， etwelch-， gewiβー， manch-， 

mehrer-， samtlich-， verschieden-， viel-， wenigーおよび基数)

A2 (ander-， weiterー)

A3ニ Anaphorika

(五hnlich-，andersartig-， derartig-， gleich-， gleichartig-， 

solch-， ebensolch-および序数)

A~ textreferentielle Anaphern 

(angegeben-， angefuhrt-， aufgefuhrt-， behandelt-， behauPtet-， 

besagt-， diesbezugl ich-， erortert-， erwahnt-， folgend-， 

genannt-， obig-， obenstehend-， untenstehend-， zi tiertーなど)
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A5ニ temporaleAdjektive 

(augenblicklich-， baldig-， damalig-， derzeitig-， diesj日1r i g-， 

ehemalig-， fruher-， gestrig-， gleichzeitig-， jetzig-， 

jeweilig-， morgig-， rechtzeitig-， zukunftigーなど)

A6 lokale. Adjektive 

(dasig-， dortig-， hi巴si g-， j e n s e i t i g-， l i n k -， r e c h t由など)

A7 Qualitativa 

(gro;9-， klein-， mangelhaft-， schiecht-， zuverJ"assigーなど，および

gewaschen-， verloren-， zersetzend-などの分詞)

A8 Farbadjektive 

A9 Stoffadjektive 

(eisern-， golden-， holzern-， irden-， seiden-， wollen-など)

A10= Adjektive-Autor 

(Adenauersch-， Goethesch-， Rilksch-) 

A11= Adjektive-Herkunft 

(Hamburger-， hamburgisch-， niederlandischーなど)

A12二 allgemein-referentielle Adjektive 

(grammatisch-， linguistisch-， philosophisch-， politischーなど)

前位形容詞は、通例、との基本配列のクラスiと従って、名詞句内部において次のように順序つeけら

2) 
れる ι

De t - A1 - A2 - A3 - A4 - A5 - A6 - A7 - A8-

A9-AI0-AII-AI2- N ( Det =限定詞、 N=名詞)

有標配亨IJは、 ζの規則が破られた場合に成立する。序でも述べたように、乙の現象は、その理論的

解明はもとより、具体的事実の観察についても、 ζれまでほとんどふれられる ζとがなかった。わず

かにEngel ( 1970、 1977 )において、有標配列が広範にわたって可能であるととが指摘され、

3) 
断片的iζ次の各例が示されているに過ぎない)

(a) funf wei tere Vogel 
(1) { 
(b) weitere funf Vogel 

(a) der grose Durkheimer Wurstmarkt 
(211 
(b) der Durl王hei mer groβe Wur s tmark t 

(a) warme wollene Socken 
(311 
(b) wollene warme Socken 

ー-50ーー



(a) die drei phi losophischenFragen 
(4)1 

(b) die philosophischen drei Fragen 

上の(aXb)のうち、 (a)は無標配列、 (b)は有標配列の場合である。

有標配列は、それ自体いわば例外的な現象と考えられるので、何らかのテキストから、乙の具体例

を拾い出すというのは、かなり困難な作業である。しかし筆者の観察からは、とれを形成する典型的

なタイプとして、次の二つの場合が認められる4L
A、数詞(とくに基数)を含む構造

(5) die letzten tausend Jahre 

As A1 

(6) d i e nachs ten zwe i Wochen 

A5 A1 

(7) die vergangenen 2 Milliarden Jahre 

A5 A1 

B 、拡大付加語(冠飾句)を含む構造

(8) die in Wien liegende erste Niederschrift 

A7 As 

(9) in Mitleidenschaft gezogene andere Menschen 

A7 A2 

日目 d i e wegen Kr i egsver brechen verurteilte ehemalige Angehδr i ge 

A7 A5 

日1) betrachtlich finanzielle und vielfaltige andere Hilfen 

A7 A2 

図で示したように、 Aの各例(5)(6)(7)では、先の基本配列におけるクラスA11と属する数詞tausend，

zwei， 2 Milliardenlと、それぞれ(5)の場合はクラス Asの letztーが、 (6)(7)の場合はクラスA5

のn五chst-， vergangenーが先行している。 Bの各例(8)(9)(1四(111では、特性記述容詞 (Qualita-

tiva と同様Kクラス A71C属すると考えられる拡大付加語が、 (8)の場合はクラスAslζ属する

erstーに、 (9)日11の場合はクラス A21ζ属する ander-Iζ、酬の場合はクラスA51C属する ehema1i'g-

iζ、それぞれ先行している。

以下、乙れらの例をもとに、有標配列の現象を考察していく乙とにする。

2. 名詞付加語の意暁的機能

関係文が、それが表わす意味によって、二つの用法lと大別されるという事実はよく知られている。
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いわゆる制限的用法と非制限的用法の差異である5L例えば、次の例文問、
a~ Genitivattribute， die nicht auf Relativsatze zuruckgefuhrt werden 

konnen， verlangen eine besondere Erklarung. 

は、当該関係文の用法上の差異に関して、二通りの解釈が可能である。一つは制限的用法としての解

釈で、乙の場合a~は聞のように書き換える ζ とができる。

Q3l D i e j en i gen G巴nitivattribute，die nicht auf Relativs五tze zuruckge -

uhrt w巴rdenkiinnen， verl angen eine besondere Erklをrung

つまり、 r (すべてのこ格付加語のうち)、関係文lζ帰せられない二格付加語は、特別の説明を要す
る。」という読みである。もう一つは非制限的用法としての解釈で、乙の場合閣は(14)ないしは仰のよ

うに書き換えるととができる。

(1， Genitivattribute， sie k~nnen nicht auf Relativsatze zuruckgefUhrt 

werden， verlangen eine besondere Erklarung. 
日5) Genitivattribute konnen nicht auf Relativsatze zuruckgefuhrt wer-

den， sie verlangen eine besondere Erklarung. 

つまり、 「二格付加語は、 (すべて)関係文に帰せられないものであり、特別の説明を要する。」と

いう読みである。

以上で明らかなように、制限的用法の関係文は、一般に、先行詞によって表わされる概念の適用範

囲を制限し、一定の部分集合lと言及するという機能をもっ。一方、非制限的用法の関係文の場合は、

このような部分集合lζ言及するという機能はもたず、先行詞が指示する対象物の特性を、補足的に記

述し、説明する機能をもっていると考えられる。

Motsch(1968)は、同じような制限的用法と非制限的用法の対立が付加語的形容詞の場合iζ

も認められるととを指摘している6L例えば、次の例文(瓜
(16) Die bellenden Hunde beiften nicht. 

は、付加語的形容詞bellend-が制限的と解釈されるか、非制限的と解釈されるかによって、二通

りにあいまいであるという。すなわち、 r (すべての犬のうち)吠える犬は、噛まない。」というの
が制限的な解釈であり、 「犬は(すべて)吠えるものであり、 (かつ)噛まない。」というのが非制

限的な解釈である。

以上の例はいずれも、先行詞が概念のクラスを指示する、つまり総称的な場合であるが、先行詞が

非総称的な場合も同じととがあてはまる。例えば、次の例文問、

(17) Die Zigarette， die angebrannt ist， liegt im Aschenbecher. 

において、先行詞Zigaretteは動詞句 1iegt im Aschenbecherの意味的特性から考えて、非

総称的な名詞と解釈されるが、 ζの場合lとも、上述の制限的用法と非制限的用法iと関して両義性が認
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められる。すなわち、乙の発話の前提として、 Fいくつかのタパコがあって、その中には宅火のつい

たタバコ'と、 ー火のついていないタパコ'の二種類がある」といった文脈があり、話し手が、その

うち電火のついたタバコ'について、 「火のついた方のタパコは、灰皿の中にある。」という主張が

おとなわれている場合が制限的な読みである。一方、乙のような文脈が存在せず、単に、 「火のつい

たタパコがあって、それは灰皿の中にある。」、あるいは r(ある特定の)タバコが灰皿の中にあっ
て、それには火がついている。」という主張がなされているに過ぎない場合が、非制限的な読みであ

る。上の聞とパラフレーズの関係にあると考えられる付加語形容詞を含む次の例文仙、

G81 D i巴 angebrannteZigarette liegt im Aschenbecher 

においても、関係文の場合と全く同様の両義性が存在する。

乙のように、一般に、関係文や付加語的形容詞を含む名詞句は、これらの付加語が制限的に用いら

れているか非常Ij限的iζ用いられているかに関して、両義的である。そしていずれの解釈が可能かは、

もっぱらのその発話状況に係わっている。しかしながら、文法上の手段によって乙の差異を明示する

ととも不可能なわけではない。乙の文法的手段として、一般に認められているのは、イントネーショ

ンと限定詞の分布上の相違である7L
まずイントネーションの関係をみると、非制限的関係文では、制限的関係文lと対して、関係文の前

後tζ発話の切れ目 (Junktur)があらわれる。一方制限的関係文の場合は、乙うした切れ目はあら

われないが、限定詞(および関係文が述語的形容詞を含むKopu1 a担 Sat zの場合には、その述語的

形容詞)Iζ強勢が置かれる。

(a) Die Zigarette + die ~ngebrannt ist 十 1iegt im Aschenbecher. 
(二制限的用法)

日目
(b) Die Zigarette / die angebrannt ist / liegt imAschenbecher. 

(=非制限的用法)

(//は Junktur を示し、++は Junktur がない、つまり接合的 ~enklitisch) なイントネ

ーνョンを示す。)

付加語的形容詞の場合も同様にイントネー乙ノョンの差異が存在する。すなわち、制限的用法では形容

詞に第一強勢が置かれるのに対して、非制限的用法では、上位名詞に第一強勢が置かれる。

(a) Die ~ngebrannte Zigarらtte 1 iegt im Aschenbecher. 

(ニ制限的用法)

ρlv t
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b
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叫
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M
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1 iegt im Aschenbecher. 

(=非制限的用法)
』

次lと限定詞の分布上の相違をみると、 all-，manch-， keinーなど非特定的な意味をもっ限定

調がある場合には、制限的用法としての解釈しか許されない。例えば次の例がそうである。
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(a) Alle Hunde， die bellen， bei，8en nicht. 
(21) { 
(b) Alle bellenden Hunde beiβen nicht. 

(a) Manche Hunde， die bellen， beiβen nicht. 
(22){ 
(b) Manche bellenden Hunde beiβen ni cht. 

一方、問)凶lとみられるように、指示代名詞 (dieser，jener)や所有代名詞(mein……)など

特定物を指示する機能をもっ限定詞がある場合lζは、非制限的用法としての解釈しか許されない。

.(a) Diese Schuhe， die bequem sind， ziehe ich an. 
(23)1 
(b) Diese bequemen Schuhe ziehe ich an. 

.(a) Jene Schuhe， die bequem sind， ziehe ich an. 
凶 i
(b) J ene bequemen Sch山 ez i e he i ch an. 

もちろん聞のように、先行詞が固有名詞である場合には、とれ自体が唯一物を指示し、特定的である

と考えられるので、関係文は非制限的と解釈される。

(25) Gunter， der mein Freund ist， will mich heute besuchen・

なお、限定詞が特定的な意味をもっ場合と非特定的な意味をもっ場合の両方の可能性があるタイプ

では、定冠詞der、不定冠詞 einおよび無冠詞の場合を含めて、名詞付加語(関係文、形容詞)は、

とくに文脈の指定がない限り、原則的iζ、制限的用法としての解釈、非制限的用法としての解釈の、

いずれもが可能であるという乙とになる。

以上みたとおり、制限的用法の名詞付加語は、限定詞と密接な関係にあり、限定詞の意味を補なう

ために用いられていると考えることができる。一方非制限的用法の名詞付加語は、 ζのような限定詞

との関係はなしすでに指摘したように、先行詞の特性を付帯的iζ記述するという性格をもっている。

Motsch ( 1965 )は、乙のような特徴を踏まえて、制限的用法および非制限的用法の名詞付加語

に、それぞれ次のような構造を与えている8L
閣制限的用法 間非制限的用法

NP 

-
N
 

P
F
I
l
s
 

N
J
 4

F

e

L

φ

t

 

e
e
-
E
E
l
a
B
r
 

D

A

 

~\\ 

----¥¥ 
Ar t S 

つまり、制限的付加語は、 Det !ζ直接支配された Sとして、非制限的付加語は、 NP!と直接支配さ

れたSとして、それぞれ導入される。

ととろで、とりわけ付加語的形容詞については、以上の制限的用法と非制限的用法のいずれとも異

なるもう一つの機能があるように思われる。すなわち、 ζれが単に上位名詞が表わす概念の下位概念
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を形成するためにのみ用いられており、上位名詞をもっぱら分類的lζ制限している場合である。乙の

最も典型的な例として、(28)のような構造をあげるととができる。

。8) tierische Fette， ein hδlzerner Griff， die deutsch巴 Grammatik，
Kolnisches Wasser， ein Goethisches Gedicht， das v五terlicheHaus， 

der sfadtische Beamte， die wirtschaftliche Sicherheit 
ζれらの例では、 グ形容詞十名詞uの構造が、あたかも一語名詞のように機能し、一種の「総体概

念(Gesar川 egr i ff ) 9)Jを形成しているとみなされる。乙のζとは、側のように対応する一

語名詞との書き換えが存在する例がある乙とをみれば、一層明らかになると恩われる。

側 roter Wein ~一一弘 Rotwein

polizeiliche Aufsicht---.:旨Polizeiaufsicht 

z'ankisches Weib<E'ー争 Xanthippe

we i，8e s Pf巴rd~一一挙 Schimmel

以上は、極端な例をあげたに過ぎないが、恐らく乙 ζであげた種類以外の形容詞を含む構造につい

ても、その大部分がとうした機能的関係をもっ可能性があると思われる。そしてとれが付加語的形容

詞のもっとも本来的な用法であると考えられる。いわゆる二格付加語や前置詞付加語を含む構造もと

れと向じように考える ζとができょう。先の制限的用法の名詞付加語が限定詞の任意的補助部である

とするならば、 ζれは上位名詞の任意的補助部として捉える ζとができる。 ζの名詞付加語の第三の

機能を「分類的用法」と名っーけてお乙う。分類的用法の付加語的形容詞は、(測のような構造をもっと

考えられる。

(30) NP ------¥¥ 
Det N 

/'¥¥ 
A N 

これまでの考察で、名詞付加語の意味機能iζ、次の三通りの場合があるととが明らかにされた。

a )制限的用法

b )非制限的用法

c )分類的用法

したがって、例えば側、

(31) d i e gemヤigtenAraber 

のような名詞句は、この差異lζ対応して、三通りにあいまいであるととになる。それぞれの読みを便

宣的に日本語の訳語で対比させると次のようになる。
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「穏健な方のアラブ人」……制限的用法

法用

法

的
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健
・
健

穏
・
穏

「

l

'

「

1
1

I (a) 

(32l1 (b) 

I (c) 

乙ζでとれらと関係文構造との関係をみると、次の(犯人

die Araber， die gemaI9igt sind. (お)

のような関係文を含む構造lζパラフレーズできるのは、 (a){b)の場合にのみ限られ、 (c)の場合は不可

それゆえ分類的用法の付加語的形容詞は、基底関係文lと帰せられるような派生的な構造で能である。

それ自体基底構造と考えるのが妥当であると思われる。はなく、

それぞれの構造を与えると、次のようになるであろう。

NP 

今、以上三つの場合について、

(341 = (32a) 

Ar 

die die Araber sind gemaβi g t 

NP (35) = (32ω 

一N
I
-
-
N

S 

//¥ 
die Araber sind gema，8igt 

t
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e
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NP (お，)= (32c) 
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有標配列現象の解明3. 

前章で明らかにした名詞付加語の 3つの機古E、制限的用法・非制限的用法・分類的用法はそれ3. 1 

ぞれ異なった構造として記述された。とれは次の句構造規則によって定式化できる。
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Det -一一予 Art CS) 

育 一一ーラ CAn)N 

今、仮りに、 ζれらの規則があますととなく適用されたとすると(38)のような句構造標識が生成される

(埋め込まれた SIζは述語形容詞が含まれていると仮定する)。

(38) NP 

J¥  
A 

もしとの構造に項目を移動するような変形規則が適用されないとすると、表面構造における各項目の

位置的関係は、乙の派生構造が示しているものと全く一致するはずである。つまり、前位形容詞はそ

の機能的差異に応じて名詞lと遠い方から、制限的形容詞→非制限的形容詞→分類的形容詞の順序

で秩序づけられるととになる。

前章で、分類的用法が前位形容詞の本来的な用法であるととを指摘したが、乙のととから、いわゆ

る無標配列というのは、各形容詞がすべて分類的iζ機能している場合と考えられる。つまり(舗の構造

でいえば、 NIζ直接支配されたAとして導入される。それぞれの並び方は、第 1章であげた基本配列

のクラスに従う。

以上の考察から、有標配列の現象について一つの仮説を提出する乙とができる。すなわち、

「前位形容詞群の一つが、制限的用法ないしは非制限的用法として機能し、それゆえ無標配

列を形成している分類的形容詞群の前に位置づけられる。 ζのととによって有標配列が成立

する。」

3.2 具体例を観察するととによって、との仮説を裏づけてみよう。第 1章で指摘した有標配列の二

つのタイプのうち、まず、 A、数詞を含む構造(39)-(43)について考えてみよう。

(39) die letzten tausend Jahre (=5 ) 

(40) d i e n'achs ten zwe i Wochen (ニ 6) 

(41) die vergangenen 2 Milliarden Jahre (= 7 ) 

(42) die ersten beiden Turner 

ほ3) die philosophischen drei Fragen (=4 b ) 

乙れらをそのアクセントの面からみると、次の例幽-(，必)が示しているように、第 1アクセシトが

可能なのは、有標配列を形づくっている左側の(名詞lと遠い)形容詞の場合のみである。
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r(a) die n~chsten zwei Wらchen
E 、 ，
他5)1 (b)米di e riachs ten zw色 Wochen

I (c)米die nachsten zwei Wbchen 

r(a) die vergangenen 2 Millihden Jahre 

(46) I (b)来 die verg~時enen 2 MiIl iarden Jahre 

I (c)米 die verg~ngenen 2 Millihden Jahre 

r(a) die ~rsten b~iden Turner 

(4司1(b)米 die らrsten b~iden Turner 

I (c)米 die ersten beiden T~rner 

r(a) die philosbphischen drら Fragen

(48)j (b)米 die philoS6phischen drも Fragen

l (c)米 die phi los6phischen dr占 Fragen

前位形容詞を含む名詞勾は、次の例(49)側、

(49) die b~iden ersten T~rner 

間 die dr占 philosophischenFragen 

lとみられるように、ふつう名詞iζ第 1強勢が置かれる。とのととからすれば、幽-(，舗にみられるア

クセントの配置はかなり特異なものと言わざるを得ない。 ζれは何を意味するのであろうか。前章で、

制限的用法の付加語形容詞には第 lアクセントが置かれるという事実を指摘したが、上の例はまさに

その一例であるように思われる。すなわち、ことでは名詞lζ遠い位置にある形容詞 1e tz t -， nachs t-

vergangen-， erst-， philosophischーがそれぞれ制限的に用いられていると考えるのが妥当

である。

との事実は冠詞との関係をみるととによっても明らかになる。例側-(43)は、いずれも複数を表わ

す数詞を含んでおり、不定冠詞 einーとは共起できないので、乙の数詞を取り去った構造について冠

詞との選択制限をみると、次のようになる。
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(凶(55)の場合はあてはまらないが、間~聞においては、いずれもそれぞれの形容詞は定冠詞とのみ

共起し、不定冠詞とは共起できない。つまりとれらの形容詞は特定の冠詞と結びつくという意味で限

定詞と密接な関係を保っている。制限的用法の付加語が限定詞の任意的補助部として機能するという

ζ とはすでに述べたが、上にみられる冠詞と形容詞の共起関係はまさに乙の事実を裏づけているよう

に思われる。

以上により、数詞を含む構造にみられる有標配列の現象は、前の形容詞が制限的用法として機能し

ており、冠詞の直後lと位置づけられる乙とによって引き起ζされると結論する ζとができょう。乙の結

論はまた、仮説の主旨lと対応するものである。 (39)を例にとって、その意味的規定の関係を説明する

と、次のよう lとなる。すなわち、 グ tausendJahre 1/ によって表わされる概念の指示物は、その

期間のAbgrenzungをど乙に置くかによって無限lとある。 ζの無限個の 1/tausend Jahre 1/ の

集合の中から、話し手が、とくに「現在からみて過去 1000年」という特定の部分集合に限定する

意図をもって、 1 e t z tーなる形容詞を制限的lζ用いているのである。他の例についても同じように

考える乙とができょう。

ことで、例(39)-(の における各形容詞の順序を入れかえた、つまり対応する無標配列の例(弱;)-~印)

について観察してみよう。

(日)米 die tausend letzten Jahre 

(開来 diezwei nOachsten Wochen 

(58)米 die 2 Milliarden vergangenen Jahre 

(59) die beiden ersten Turner 

(60) d i e dre i ph i 1 osoph i schen Fragen 

例示されているように、との場合容認可能なのは(59)(1閃)のみで、間)-~関)は容認不可能であるので、

考察をもっぱら ζの(59)と(聞に限る ζとにする。

(59) (1印)について、そのアクセントの関係をみると次の二つの可能性がある。
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(a) die dr~i phi losらphi schen Fr;gen 
(62) 1 
(b) die dr~i phi losらphischen Fr~gen 

それぞ?れの(a)がノーマルなアクセントの配置であり、 (b)は状況によって可能なアクセントの配置であ

る。とのうち(a)ICついては普通の無標配列の場合であり、すでに述べたように、各形容詞は分類的lζ

機能していると考えられる。一方、 (b)については、最初の形容詞(乙の場合は数詞)Iζ第 1アクセン

トが置かれており、上で明らかになったように、制限的iζ機能していると考えられる。 ζ のζ とは、

我々がこれまで、もっぱら表面構造の特質のみを注視して、無標配ヂIJとして定義してきた構造が、実

は、深層iζおいて意味の異なる二つの異形 (Variant)1と区別され得るという事実を示している。

とζで、まとめの意味で、例を (43)および(623)、$2b)にとって、有標配列、無標配列、制限的用法

が関与している無標配列の三つについてその構造を掲げてみよう。

(63) 有標配列 (43)の場合

NP 

/ ¥¥  ~\ 

(ω 無標配列(62a)の場合

NP 

-------------De t 

Ar t A A N 

die drei philosophisch- Frage 

防) 無標配列<62b)の場合

NP 

/'¥¥ ~\\ 

die drei 
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3.3 次iζB・拡大付加語を含む次のような有標配列の場合について考えてみよう。

(防 die in Wien liegende erste Niederschrift (=8) 

(間 diewegen Kriegsverbrechen verurteilte ehemalige Angeh.or・ige (=10) 

(68) betrachtlich finanzielle und vielfaltige andere Hilfen (=11) 

まずアクセントの関係をみると、乙の場合は有標配列を形づくっている拡大付加語i亡、第一強勢を置

くかどうかは随意的で、次の例が示すようにいずれの場合も容認可能である。

(a) die in Wien 吋egendeerste N~ederschrift 
(69) 1 
‘(b) die in Wien l'tegende 'erste N~ederschrift 

(a) d i e wegen Kr i egsverbrechen ver占rteilteさhemalige Angehδrige 
(70){ 
(b) die wegen Kriegsverbrechen ver~rteilte 色 hemaligeλngehδrige

(a) betrachtlich finanzi ら lleundv~elf 五 1 t i ge andere H{ 1 fen 
(71ll 
、(b) be t r五chtlich finanzi~lle und vfelf剖 tigeandere H~lfen 

と乙で、拡大付加語lと第一強勢が置かれている (b)の例は、前の数詞を含む構造と同じように、制

限的用法として機能しているために有標の語臓が形成されていると解釈することができょう。しかし

(a)の場合は第一強勢がないので ζのような説明は不可能である。

とれはどのように説明されるであろうか。冠詞との関係をみると、との場合は、定冠詞、不定冠詞

いずれの場合とも共起可能である。

(a) die in Wien liegende erste Niederschrift 
¥12) { 

{~ eine in Wien liegende erste Niederschrift 

(a) die wegen Kriegsverbrechen verurteilte ehemalige Angehδrige 
(73ll 
(b) eine wegen Kriegsverbrechen verurteilte ehemalige Angehδrige 

乙のように冠詞との関係が比較的自由である点、および上述のアクセントの配置から考えて、乙れら

の付加語は、非制限的用法として機能しているという説明が妥当であると思われる。つまり、とれら

の例は、明示的なメノレクマーjレがなく、有標配列であるととによってのみ、一義的に非制限的用法と

解釈される場合と考えられる。

以上の考察から明らかなように、拡大付加語を含む構造は、表面構造が同じである構造が、制限的

用法、非制限的用法iζ関して両義性をもっている。との乙とは次の構造によって明示される。
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間制限的用法
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間非制限的用法

NP 

De t S N 

/¥ /ヘ¥Ar t A N 

die in Wien 1 iegende erste Niederschrift 

間 die erste， in Wien liegende Niederschrift 

次lζ各形容詞の位置を入れかえた無標配列の例について考えてみよう。

rrn die ehemalige， wegen Krigsverbrechen verurteilte Angel而rlge

これらの構造では、左側にある最初の形容詞lと第 1強勢が置かれるのがふつうである。したがって、

今度は左側の形容詞が制限的用法、右側の拡大付加語が非制限的用法と解釈される。側、 rrnはそれぞ

れt7a人間)のような構造をもっと考えられる。

間) NP 

/ハ¥

/《¥
im Wi en 1 i egende 

W幼

N 

N 

Niederschrift 

/"¥ /〈¥
wegen Kriegsverbrechen 
verurte i 1 t e 
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最後に、次のような関係文を含む構造について考えてみたい。

(釦 die ehemalige Angehδrige， die wegen Kriegsverbrechen 

verurteilt ist. 

(関)は、実は付加語の意味機能lと関して、三通りにあいまいである。これは(61)倒(聞にみられるような

イントネーレョンの差異として表わされる。

181¥ d {e ehema 1 i ge Angehδrige + die wegen Kriegsverbrechen 
verurteilt ist 十 …・・・…

(82) die ehemal ige Angehδrige / die wegen Kriegsverbrechen 

verurteilt ist /・

(83) die Uemalige Angehδrige / die wegen Kriegsverbrechen 

verurteilt ist /・

つまり、乙れらの例における各形容詞の意味機能の関係をみると次のようになる。

形容詞 ehemalig-I関係文 diewegen' 

H
H吋
叫

d

m

a

川

出

旧

師

団

n
E

的

的

的

類

類

限

分

分

制

制限的

非命Ij限的

非制限的

したがって船側聞は、それぞれ次の(84)側側とパラフレーズの関係にある。

(84) die wegen Kriegsverbrechen ver~rteilte ehemalige Angehorige 

(85) die wegen Kriegsverbrechen verurteilte ehemalige Angeh・ori ge 

(86) d i e ~hemali ge， wegen Kr iegsverbrechen verur te i 1 te Angeh・'ori ge 

以上lとより、酬の深属構造としては、次の三通りの可能性があるというととになる。削(=倒〕の

読みの場合は(問、問(=嗣〕の読みの場合は(88).， 1:部:)(=t前;))の読みの場合は側によってそれぞれ示さ

れる。

18切 NP 

die die ehemal ige Angeho-

rige ist wegen Kriegs-

verbrechen verurtei 1 t 

/'¥ 
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(制

(89) 

NP 

/へ¥
die die ehemalige Angehori- ehemalig岨 Angehorige

ge 1St weg巴nKriegsverbrechen 

verurteilt 

NP 

/へ¥
S N 

/¥i 
ie ehemalige An"geh石ri ge 

Angeh~rige ist wegen Kriegs-

verbrechen verurtei 1 t 

(間(飽)倒)のそれぞれの構造lζ関係文形成変形が適用され、さらに関係文縮約変形が適用されると、そ

れぞれ側聞に対応する表面構造が生成される。乙の規則は次のように定式化するととができる。

側関係文形成変形

X1ー (NPX2一 (sxa -N - )(4)s - X5 - N )NP - xa 

2 3 4 5 6 7 SB 1 

SV 1 2〔 4 〕#〔3 ¢5〕 67
十REL

( Xiは変項、条件 4=7 ) 

(91) 関係文縮約変形

Obl 
8 一一一一一一一今

8 

X1一 (NP為一(s (十REL)-X3一 (sei)Aux)s -)(4-N )NP-Xs 

Obt 
SB 1 2 3 4 5 6 7 一一一ーよーιー~

SV 1 2 ¢ 4 ¢ 6 7 8 

( Xiは変項)

一方、関係文縮約変形が適用されない場合、関係文は義務的lζNPの右方に押し出され、その結果、

附(銅)ではいずれの場合も次の(切にみられるような構造が派生される。また側の場合は側)にみられ

る構造が派生される。そしてとれらの派生構造は、いずれも、(朗)の表面構造花対応している。
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(92) NP 

/戸¥

(鉛) NP 

/"¥ 

Angehorige 

ζの規則は、次のように定式化される。

側関係文右方移動変形

X1一 CNpX2- S -Xa - N -X4， )NP-X5 

/¥¥ 
die wegen Kriegsverbre-

chen verurteilt ist 

/ ¥¥  
die wegen Kriegsverbre-

chen verurteilt ist 

SB 1 2 3 4 5 6 7 Obl→ 
SV 1 2 o 4 5 6+3 7 

( Xiは変項)

以上の考察によって、有標配列の現象が制限的用法、非制限的用法、分類的用法という名詞付加語

の意味的機能の差異lζ密接に関わりあっているという事実が明らかになった。さらにとのことは、各

機能が名詞句内部で占める位置の違いによって、どく自然lと明示される。とれは、それぞれの構造記

述κよってすでに示した通りである。

4. 結 語

前位形容詞の配夢IJ順序は、個々の形容詞の意味的機能と深〈関わりあっている。乙の配列順序と意

味機能の関連性は、 Engelがおとなっているように配語現象を、単に表面構造のレグェノレでのみ観

察するととによっては捉え切れfJ.い。とくに有標配列の現象は、深層構造のレグェ Jレを考慮するとと

によってはじめて明示的な説明が可能となる。記述のレグェ jレに関するとうした視座は、本稿の考察

lζ より明確に位置づけられたように思われる。具体例のより組織的な調査と、その理論的精密化はも

ちろん今後に残念れた課題である。
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j主

1) Engelがお ζなっている本来の分類はもう少し詳しし限定詞8クラス、形容詞8クラスを

含めた 16クラスが知られている。 ζ とではそのうち本稿の議論と関連する部分のみをとりあげ

た。 Enge1 ( 1970) S. 98 ff参照。

2) Engel (1970) S. 110参照。

3) Engel (1970) S.11lfおよびEnge1 (1977) S. 137 f参照。

4 ) 拙稿「ドイツ語の限定的形容詞に関する一考察一一累積構造と配列順序の問題について一一」

( 1978年度 北海道大学修士学位論文)第V章参照。

5 ) 制限的関係文は必然的(notwendig)関係文、非制限的関係文は任意的(frei )関係文と

も呼ばれる。例えばDal (1966) S. 206f参照。その他制限的用法と非制限的用法の差異

については、 Motsch(1965、1968)、Weber(1971)など参照。

6) Motsch(1968) S.65ff参照。

7 ) イントネー乙/ョンの面からの考察は、とりわけ Seiler，H.: Relativsatz， Attribut 

und Apposition， 1960が知られているが、筆者未読。 Weber(1971)1と、その簡単な

紹介がなされている。

8) Motsch(1965) S. 98参照。

9) Grebe(1973)の用語。 S.254、S.591参照。
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